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本論文は，序論，第 1 章 「我在り J-デカルトにおける自己の存在，第 2 章物体的世界と日常的世界一デカルト哲















は常に思J惟する J が考察がなされ，その「常に J (semper) が実は「その都度に絶えず、J (omnes vices) を意味し， r第
2 省察」で「我在り，我存在すという言明は，精神によって思い懐かれるたびごとに真である J と言われるときの，

































































者の間で議論されることを望むが，その際の話題提供として，次ぎの 3 点を今から提示しておきたい。 1 )延長に還
元されない絶対運動を考えるとき，物体全体としての宇宙の絶対運動との比較で考えると，身体が物体でありながら
も統一のあるひとつの全体をなすという事実が，重要となる。しかし，この事実と，身体が自ら動くということとは，
どのように関係するのか。身体が自己運動するならば，身体を動かす魂の力は必要でなししたがって，心身結合の
根拠もなくなるのではないか。 2 )思惟実体としての他者の存在を，我の存在の絶対的受動性・偶然性から導き出そ
うとする論法は，その組立において，連続創造説を使った神の存在の第 2 証明と同じ構造をもっ。問題の他者がまさ
しく他の人間的思惟実体であって，神ではないと保証するものは何か。また，哲学の樹の比喰で幹が二つに分かれる
ことになるのではないか。最後に， 3) コギトとしての自我と観念(本有観念)としての自我との関係をどのような
ものと考えるのか。
本論文は博士(文学)の学位を授与するに十分値すると本論文審査委員会は認める。
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